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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１方向に開口する複数の接続ホールが形成されたソケット本体と、
　各々の前記接続ホール内に配置され、一部が前記ソケット本体の上方に露出された複数
のクランプ形状を有するランプ接続端子、及び前記ランプ接続端子と一体に形成され前記
ソケット本体の下方に露出されたインバータ接続端子を含む複数の電源印加部材と、を含
み、
　各々の前記ランプ接続端子は、互いに対向する第１及び第２ランプ接続端子を含み、
　各々の前記ランプ接続端子の外側面には、前記ランプ接続端子をランプの電極部に接触
させる固定部材に形成された溝に係合する離脱防止突起が形成されていることを特徴とす
る一体型ランプソケット。
【請求項２】
　前記ソケット本体は、
　前記第１方向に垂直な第２方向に延長された連結部と、
　前記連結部の上面に突出形成され、前記接続ホールが形成された複数のランプホルダー
部と、を含むことを特徴とする請求項１に記載の一体型ランプソケット。
【請求項３】
　前記インバータ接続端子は、スプリング形状を有することを特徴とする請求項２に記載
の一体型ランプソケット。
【請求項４】
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　前記インバータ接続端子は、
　前記ランプ接続端子の端部から、前記連結部の下面と対向するように延長された支持部
と、
　前記支持部の端部から、前記支持部と重なり合うように延長された電源入力部と、を含
むように折曲形成されることを特徴とする請求項３に記載の一体型ランプソケット。
【請求項５】
　開口が形成された底板及び前記底板の周囲に配置された側壁を含む収納容器と、
　ランプ本体及び前記ランプ本体の端部に配置された電極部を含み、前記底板上に配置さ
れた複数のランプと、
　前記開口に挿入され、前記収納容器の第１方向に開口する複数の接続ホールが形成され
たソケット本体、ならびに各々の前記接続ホール内に配置され、前記電極部との接触のた
めに一部が前記底板に向かって露出されたランプ接続端子、及び前記ランプ接続端子と一
体に形成され一部が前記収納容器の上方に露出されたインバータ接続端子を含む複数の電
源印加部材、を有する一体型ランプソケットと、
　一側部に前記インバータ接続端子と接触する複数の電源出力端子が形成された電源供給
基板と、
　前記ランプとの干渉を防止するガイド溝が形成された側面部、前記側面部の一端部から
延長形成され、前記一体型ランプソケットを覆う上面部、及び前記上面部の背面上の前記
電源印加部材に対応する位置から突出形成され、前記ランプ接続端子を前記電極部に接触
させる複数の固定部を有するサイドカバーと、を含み、
　各々の前記固定部には、前記ランプ接続端子が挿入される固定溝が形成されることを特
徴とするバックライトアセンブリ。
【請求項６】
　各々の前記ランプ接続端子は、
　前記第１方向に延長され前記固定溝の内側面と対向するキャッチング部と、
　前記キャッチング部の上端から下方に延長され前記電極部に接触する接触部と、を含む
ように折曲形成されることを特徴とする請求項５に記載のバックライトアセンブリ。
【請求項７】
　前記キャッチング部には、前記内側面に係合する離脱防止突起が形成されることを特徴
とする請求項６に記載のバックライトアセンブリ。
【請求項８】
　前記ソケット本体は、
　前記底板と対向する連結部と、
　各々が前記開口に挿入されるように前記連結部の表面上に突出形成され、各々に前記接
続ホールが形成された複数のランプホルダー部と、を含むことを特徴とする請求項５に記
載のバックライトアセンブリ。
【請求項９】
　前記連結部の下面上における、前記ランプホルダー部どうしの間の空間に対応する位置
には、第１締結部が形成され、
　前記底板には、前記第１締結部と結合される第２締結部が更に形成されることを特徴と
する請求項８に記載のバックライトアセンブリ。
【請求項１０】
　前記電源供給基板の前記一側部は、前記ランプホルダー部の下面、及び前記下面と対向
する前記インバータ接続端子の間に挿入されることを特徴とする請求項８に記載のバック
ライトアセンブリ。
【請求項１１】
　前記一側部のエッジ部分における、前記電源出力端子どうしの間の領域は、溝状にされ
ることを特徴とする請求項１０に記載のバックライトアセンブリ。
【請求項１２】
　前記ランプホルダー部の下面における、前記接続ホールに対応する位置の周辺には、第
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１整列部が更に形成され、
　前記電源供給基板には、前記第１整列部と係合する第２整列部が更に形成されることを
特徴とする請求項１０に記載のバックライトアセンブリ。
【請求項１３】
　複数の開口が形成された底板及び前記底板の周囲に配置された側壁を含む収納容器と、
　ランプ本体及び前記ランプ本体の端部に配置された電極部を含み、前記底板上に配置さ
れた複数のランプと、
　各々の前記開口に挿入され、前記収納容器の上下方向に開口する接続ホールが形成され
た複数のランプホルダー部と、複数の前記ランプホルダー部を一体に連結する連結部と、
前記接続ホール内に配置され、前記電極部との接触のために一部が前記接続ホールから前
記底板に向かって露出した複数の電源印加部材を含む一体型ランプソケットと、
　一側部に、前記電源印加部材と接触する複数の電源出力端子が形成された電源供給基板
と、
　前記ランプとの干渉を防止するガイド溝が形成された側面部、前記側面部の一端部から
延長形成され、前記一体型ランプソケットを覆う上面部、及び前記上面部の背面上の前記
電源印加部材に対応する位置から突出形成され、前記電源印加部材の露出部分を加圧して
前記電極部に接触させる複数の固定部が形成されたサイドカバーと、
　前記サイドカバー上に配置された光学シートと、
　前記光学シート上に配置された表示パネルと、を含み、
　各々の前記固定部には、前記電源印加部材の露出部分が挿入される固定溝が形成される
ことを特徴とする表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一体型ランプソケット、バックライトアセンブリ、及び表示装置に関する。
より詳細には、複数のランプと電源供給基板を着脱可能に結合する一体型ランプソケット
、これを有するバックライトアセンブリ、及び表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、液晶表示装置に採用されるバックライトアセンブリは、光源の配置によって直
下型バックライトアセンブリ及びエッジ型バックライトアセンブリに区分される。
【０００３】
　バックライトアセンブリに使用される光源としては、冷陰極蛍光ランプが代表的で、冷
陰極蛍光ランプが採用された直下型バックライトアセンブリは、収納容器の底板上にラン
プを固定するためにランプソケットを含む。複数のランプの組立を行うために、ランプの
電極部とランプソケットが結合されたバックライトアセンブリが開発されている。
【０００４】
　バックライトアセンブリの組立において、複数のランプソケットとインバータにワイヤ
ーをはんだ付けするか、複数のランプソケットの端子をインバータにはんだ付けすること
によってランプに駆動電圧を提供する。
【０００５】
　これによって、バックライトアセンブリの組立に多くの時間を要し、更に、はんだ付け
工程においてランプの損傷が頻発するという問題点があった。又、不良なインバータを交
替する際に、全てのランプをランプソケットから分離しなければならず、作業効率が低下
するという問題点がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の技術的課題は、このような従来の問題点を解決するためのもので、本発明の目
的は、構成部品の数が減らすことができ、複数のランプ及び電源供給基板の物理的及び電
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気的結合を容易に行うことができ、更に組立性が向上した一体型ランプソケットを提供す
ることにある。
【０００７】
　本発明の他の目的は、前記一体型ランプソケットを含み、組立性が向上しリワークが容
易なバックライトアセンブリを提供することにある。
【０００８】
　本発明の更に他の目的は、前記一体型ランプソケットを含む表示装置を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記した本発明の目的を実現するために、本発明の一実施形態による一体型ランプソケ
ットは、ソケット本体及び複数の電源印加部材を含む。ソケット本体には、上下方向に開
口する複数の接続ホールが形成される。各電源印加部材は、各接続ホール内に配置される
。電源印加部材は、複数のランプ接続端子及びインバータ接続端子を含む。ランプ接続端
子は、一部がソケット本体の上方に露出される。ランプ接続端子は、互いに対向する第１
及び第２ランプ接続端子を含む。インバータ接続端子は、ランプ接続端子と一体に形成さ
れ、一部がソケット本体の下方に露出される。
【００１０】
　本実施形態において、ソケット本体は、連結部及び複数のランプホルダー部を含むこと
ができる。連結部は、一方向に延長されたプレート形状を有することができる。各ランプ
ホルダー部は、連結部の上面に突出形成される。各ランプホルダー部には、接続ホールが
形成される。インバータ接続端子は、スプリング形状を有することができる。
【００１１】
　前記した本発明の他の目的を実現するために、本発明の一実施形態によるバックライト
アセンブリは、収納容器、複数のランプ、一体型ランプソケット、及び電源供給基板を含
む。収納容器は、開口が形成された底板及び底板の周囲に配置された側壁を含む。各ラン
プは、ランプ本体及びランプ本体の端部に配置された電極部を含み、ランプは底板上に配
置される。一体型ランプソケットは、ソケット本体及び複数の電源印加部材を含む。ソケ
ット本体は、底板に形成された開口に挿入される。ソケット本体は、収納容器の上方及び
下方に開口する複数の接続ホールが形成される。各電源印加部材は、各接続ホール内に配
置される。電源印加部材は、複数のランプ接続端子及びインバータ接続端子を含む。ラン
プ接続端子は、電極部との接触のために一部が収納容器の底板に向かって露出される。イ
ンバータ接続端子はランプ接続端子と一体に形成され、一部が収納容器の上方に露出され
る。電源供給基板の一側のエッジ部分には、インバータ接続端子と接触する複数の電源出
力端子が形成される。
【００１２】
　本実施形態において、バックライトアセンブリは、サイドカバーを更に含むことができ
る。サイドカバーは、側面部、上面部、及び複数の固定部を含むことができる。側面部に
は、ランプとの干渉を防止する複数のガイド溝が形成される。上面部は側面部の一端部か
ら延長形成され、一体型ランプソケットを覆う。各固定部は、上面部の背面上の電源印加
部材に対応する位置から突出形成されることができる。固定部は、ランプ接続端子を電極
部に接触させる。固定部には、ランプ接続端子が挿入される固定溝が形成されることがで
きる。ランプ接続端子は、キャッチング部及び接触部を含むことができる。キャッチング
部は上下方向に延長され、固定溝の内側面と対向する。接触部は、キャッチング部の上端
から下方に屈曲されてランプの電極部に接触する。キャッチング部には、固定溝の内側面
に係合する離脱防止突起が形成される。電源供給基板の一側のエッジ部分は、ランプホル
ダー部の下面、及びその下面と対向するインバータ接続端子の間に挿入される。電源供給
基板のエッジ部分における電源出力端子どうしの間の領域は溝状にされることができる。
ソケット本体は、底板と対向する連結部、及び各々接続ホールが形成された複数のランプ
ホルダー部を含むことができる。各ランプホルダー部は連結部の表面から突出形成され、
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底板に形成された開口にそれぞれ挿入される。ランプホルダー部の下面における接続ホー
ルの周辺部分には第１整列部が更に形成されることができ、電源供給基板には第１整列部
と結合される第２整列部が更に形成されることができる。
【００１３】
　前記した本発明の更に他の目的を実現するために、本発明の一実施形態による表示装置
は、収納容器、複数のランプ、一体型ランプソケット、電源供給基板、サイドカバー、サ
イドカバー上に配置された光学シート及び光学シート上に配置された表示パネルを含む。
【発明の効果】
【００１４】
　このような一体型ランプソケット、これを有するバックライトアセンブリ、及び表示装
置によると、ランプソケットの構成部品の個数を減らすことができ、ランプとランプソケ
ット及びランプソケットと電源供給基板の間のワイヤリング及びはんだ付け工程が省略さ
れ、バックライトアセンブリ及び表示装置の組立性が向上され、電源供給基板をより容易
にリワークすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、添付図面を参照して、本発明の実施形態をより詳細に説明する。
【００１６】
　一体型ランプソケット
　図１は、本発明の一実施形態による一体型ランプソケットの斜視図である。図２は、図
１に図示された一体型ランプソケットを背面から見た斜視図である。
【００１７】
　一体型ランプソケットは、表示装置において背面光を提供するランプを収納容器に固定
すると同時に、ランプにランプ駆動電圧を印加する。図１及び図２を参照すると、一体型
ランプソケット５は、ソケット本体１０及び複数の電源印加部材５０を含む。
【００１８】
　前記ソケット本体１０は、例えば、射出成型方式で製造されたモールド成形物であって
、ソケット本体１０には、上下方向に開口した複数の接続ホール４１が形成される。ソケ
ット本体１０は、連結部２０及び複数のランプホルダー部４０を含むことができる。
【００１９】
　連結部２０は、一方向に延長されたプレート形状を有することができる。連結部２０の
下面には、一定間隔で配列された第１締結部、例えば、締結フック２１が形成される。締
結フック２１は、外部の固定部材、例えば、収納容器に形成された結合ホールに締結され
ることができる。
【００２０】
　各ランプホルダー部４０は、隣接する締結フック２１どうしの間の領域に対応して、連
結部２０の上面から第１高さを有するように突出形成される。更に、ランプホルダー部４
０は、連結部２０の下面から前記第１高さより小さい第２高さを有するように突出形成さ
れた部分を有することができる。
【００２１】
　ランプホルダー部４０は、４つの側面、及び前記４つの側面のそれぞれと交わる上面を
含むことができる。ランプホルダー部４０の上面には上下方向に開口する接続ホール４１
が形成される。
【００２２】
　ランプホルダー部４０の下部、即ち、連結部２０の下面から突出形成された部分には、
接続ホール４１に対応する部分の近傍に配置された整列部、例えば、整列突起３３が形成
されることができる。整列突起３３は、ランプホルダー部４０の下面に対向して配置され
る電源供給基板をガイドして、電源供給基板の出力端子を指定された位置に整列させる。
【００２３】
　図３は、図１に図示された一体型ランプソケットをＩ－Ｉ´に沿って切断した断面図で
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ある。図４は、図１に図示された一体型ランプソケットをＩＩ－ＩＩ´に沿って切断した
断面図である。
【００２４】
　図１、図３、及び図４を参照すると、各電源印加部材５０は、各接続ホール４１に挿入
される。電源印加部材５０は導電性を有する金属からなり、一体に形成された複数のラン
プ接続端子５５、５６及びインバータ接続端子５１を含むことができる。
【００２５】
　ランプ接続端子５５、５６は、ランプの電極部にランプ駆動電圧を印加する。本実施形
態において、電源印加部材５０は、２つのランプ接続端子５５、５６を含む。ここで、ラ
ンプ接続端子５５、５６のうちの片方を第１ランプ接続端子５５、もう片方を第２ランプ
接続端子５６とする。
【００２６】
　第１ランプ接続端子５５及び第２ランプ接続端子５６は、接続ホール４１の上方に露出
され、互いに対向するように配置される。電源印加部材５０は、接続ホール内に配置され
た連結ピンを更に含むことができる。第１ランプ接続端子５５及び第２ランプ接続端子５
６は、前記連結ピンによって互いに連結されることができる。
【００２７】
　第１ランプ接続端子５５及び第２ランプ接続端子５６は、接続ホール４１を貫通する中
心軸に対して互いに対称をなす。第１ランプ接続端子５５及び第２ランプ接続端子５６は
、クランプ形状を有することができる。第１ランプ接続端子５５及び第２ランプ接続端子
５６は、それぞれキャッチング部５７及び接触部５８を含むことができる。
【００２８】
　キャッチング部５７は、上下方向に延長され接続ホール４１の上方に突出する。接触部
５８は、キャッチング部５７の延長部分がキャッチング部５７の上端から下方に屈曲され
ることにより形成され、接続ホール４１に向かって延長する。第１ランプ接続端子５５及
び第２ランプ接続端子５６の接触部５８は互いに対向するように配置されるが、接触部５
８が接続ホール４１に近づけば近づくほど、接触部５８どうしの間隔が小さくなる。
【００２９】
　外部の固定部材が第１ランプ接続端子５５及び第２ランプ接続端子５６のキャッチング
部５７に接触されると、対向するキャッチング部５８は互いに近接する方向に弾性変形す
る。その結果、接触部５８どうしの間に配置されたランプの電極部に接触することができ
る。
【００３０】
　キャッチング部５７の上端近傍には、離脱防止突起５９が形成されることができる。離
脱防止突起５９は、前記固定部材に形成された溝等に係合して、第１ランプ接続端子５５
及び第２ランプ接続端子５６が前記固定部材から離脱することを防止する。
【００３１】
　第１ランプ接続端子５５及び第２ランプ接続端子５６の形状が前述したものと異なる変
形された実施形態があり得るのは自明である。
【００３２】
　インバータ接続端子５１は、接続ホール４１の下方に露出される。インバータ接続端子
５１は、電源供給基板に形成された電源出力端子に接触することができる。インバータ接
続端子５１は多様な形状を有することができるが、前記電源出力端子との信頼性の高い弾
性接触のために、スプリング形状、たとえば、板バネ形状を有することができる。
【００３３】
　本実施形態において、インバータ接続端子５１は、支持部５２及び電源入力部５３を含
むことができる。支持部５２は、図３に示すように、第１ランプ接続端子５５及び第２ラ
ンプ接続端子５６が連結された前記連結ピンから延長され、ランプホルダー部４０の下部
（連結部２０の下面から突出形成された部分）から下方に突出する。支持部５２は、ラン
プホルダー部４０の下面に対向するように折り曲げられて形成される。電源入力部５３は
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、支持部５２に重なり合うように支持部５２の端部で折り曲げられて形成される。電源入
力部５３は、支持部５２の上方で逆Ｖ字形状をなすように折曲形成される。従って、外力
が加わるか、除去されることにより、電源入力部５３は弾性変形してフラットになるか、
元の形状に戻ることになる。
【００３４】
　図５は、本発明の他の実施形態による一体型ランプソケットの斜視図である。
【００３５】
　図５を参照すると、一体型ランプソケット１０５は、ソケット本体１１０及び複数の電
源印加部材１５０を含む。一体型ランプソケット１０５は、ソケット本体１１０を除いて
は、図１、図２、図３、及び図４に図示された一体型ランプソケット５と実質的に同じで
ある。
【００３６】
　ソケット本体１１０は、連結部１２０及びランプホルダー部１４０を含む。
【００３７】
　連結部１２０は、一方向に延長されたプレート形状を有する。ランプホルダー部１４０
は、連結部１２０の上面から第１高さを有するように突出形成された部分を有し、更に、
連結部１２０の下面から前記第１高さよりも小さい第２高さを有するように突出形成され
た部分を有することができる。ソケット本体１１０は、ランプホルダー部１４０が一方向
に延長された六面体、例えば、略直方体形状を有することを除いては、図１、図２、図３
、及び図４に図示されたソケット本体１０と実質的に同じであり得る。
【００３８】
　ランプホルダー部１４０の上面には、前記一方向に沿って配列された複数の接続ホール
１４１が形成される。接続ホール１４１は上下方向に開口する。ランプホルダー部１４０
の下面における接続ホール１４１どうしの間の領域には、締結フックが形成されることが
できる。
【００３９】
　各電源印加部材１５０が各接続ホール１４１に配置される方式は、図１、図２、図３、
及び図４で説明したことと実質的に同じである。
【００４０】
　バックライトアセンブリ
　図６は、本発明の一実施形態によるバックライトアセンブリの分解斜視図である。
【００４１】
　図６を参照すると、バックライトアセンブリ３００は、収納容器３１０、複数のランプ
３５０、電源供給基板３３０、及び複数の一体型ランプソケット４０５を含む。
【００４２】
　収納容器３１０は、底板３１１、底板３１１の周辺部に配置された第１側壁３１３、第
２側壁３１５、第３側壁３１７、及び第４側壁３１９を含む。第１側壁３１３及び第２側
壁３１５は、互いに対向するように配置される。第３側壁３１７及び第４側壁３１９は互
いに対向するように配置され、第１側壁３１３及び第２側壁３１５の両方と交わる。第１
側壁３１３、第２側壁３１５、第３側壁３１７、及び第４側壁３１９の上端近傍には段差
部が形成される。底板３１１における第１側壁３１３及び第２側壁３１５の近傍には多数
の開口３１２が形成される。開口３１２どうしの間の領域には、第２締結部、例えば、結
合ホール３１４が形成されることができる。
【００４３】
　ランプ３５０は、底板３１１と互いに平行をなすように配置された状態で光を出射する
。ランプ３５０は、その長手方向が第３側壁３１７及び第４側壁３１９と平行をなすよう
に配置される。ランプ３５０は、ランプ本体及び電極部を含む。ランプ本体は直管形状を
有し、内部に注入されたアルゴン及び水銀等の放電ガスを含む。ランプ本体の端部には、
電極部が配置される。電極部は、放電電極及びリード線を含むことができる。放電電極は
、ランプ本体の内部に配置され、リード線は放電電極からランプ本体の外部に延長される
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。
【００４４】
　他の実施形態において、ランプ３５０は、高輝度、低コスト、及び低消費電力の特性を
有し、１つの電源供給ユニットで複数のランプ３５０を駆動することができる外部電極蛍
光ランプ（ＥＥＦＬ）であり得る。
【００４５】
　バックライトアセンブリ３００は、反射板３４０を更に含むことができる。反射板３４
０は収納容器３１０の底板３１１に配置され、ランプ３５０から出射した光を上方に反射
する。
【００４６】
　図７は、図６に図示されたバックライトアセンブリの一領域の拡大図である。図８は、
図７に図示されたバックライトアセンブリを背面から見た斜視図である。
【００４７】
　図７及び図８を参照すると、一体型ランプソケット４０５は、第１側壁３１３及び第２
側壁３１５に沿って底板３１１上に配置される。第１側壁３１３及び第２側壁３１５に配
置された一体型ランプソケット４０５は全て同じものなので、第１側壁３１３に配置され
た一体型ランプソケット４０５についてのみ説明する。
【００４８】
　一体型ランプソケット４０５は、図１～図４に図示された一体型ランプソケット５と実
質的に同じである。従って、一体型ランプソケット４０５は、ソケット本体４１０及び複
数の電源印加部材４５０を含む。
【００４９】
　ソケット本体４１０は、連結部４２０及び複数のランプホルダー部４４０を含む。ラン
プホルダー部４４０のうち連結部４２０の下面から突出形成された部分は、底板３１１に
形成された開口３１２にそれぞれ挿入される。連結部４２０は、底板３１１によって支持
され、ランプホルダー部４４０の下面に形成された締結フックが開口３１２どうしの間の
領域に形成された結合ホール３１４に挿入される。ソケット本体４１０は、このように底
板３１１に固定される。ランプホルダー部４４０のうち連結部４２０の上面から突出形成
された部分は、収納容器３１０の収納空間内に配置される。インバータ接続端子４５１は
、底板３１１の背面から露出される。
【００５０】
　図９は、図６に図示されたバックライトアセンブリの背面を示す平面図である。
【００５１】
　図６、図７、及び図９を参照すると、電源供給基板３３０は、底板３１１の背面に配置
されてランプ駆動電圧を出力する。電源供給基板３３０は、印刷回路基板及び印刷回路基
板に実装された電源供給素子を含むことができる。
【００５２】
　電源供給基板３３０の一側部は、ランプホルダー部４４０の下面とインバータ接続端子
４５１との間に挿入される。電源供給基板３３０の前記一側部には、各々のインバータ接
続端子４５１に対応する電源出力端子が形成されることができる。電源出力端子は、例え
ば、印刷回路基板に形成された導電配線の一部を表面に露出させることにより形成される
ことができる。電源出力端子の両側には、ランプホルダー部４４０の下面に形成された整
列突起（第１整列部）に対応する第２整列部、例えば、整列ホール３３５が形成されるこ
とができる。
【００５３】
　前記一側部のエッジ部分において、前記電源出力端子間に対応する位置は溝状に形成さ
れることができる。従って、前記エッジ部分は、凸凹形状をなすように形成されることが
できる。
【００５４】
　本実施形態において、電源出力端子は、電源供給基板３３０の背面に形成される。他の
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実施形態において、電源出力端子は、電源供給基板３３０の上面に形成されるか、電源供
給基板３３０の上面及び背面の両方に形成されることができる。
【００５５】
　図１０は、図６に図示されたバックライトアセンブリをＩＩＩ－ＩＩＩ´に沿って切断
した断面図である。図１１は、図６に図示されたバックライトアセンブリをＩＶ－ＩＶ´
に沿って切断した断面図である。
【００５６】
　図１０及び図１１を参照すると、電源供給基板３３０の前記エッジ部分がランプホルダ
ー部４４０とインバータ接続端子４５１との間に挿入されると、ランプホルダー部４４０
の下面に形成された整列突起４３３は、電源供給基板３３０に形成された整列ホール３３
５に挿入される。従って、電源出力端子３３１は、インバータ接続端子４５１と接触する
ように整列される。インバータ接続端子４５１の電源入力部４５３は弾性変形し、電源出
力端子３３１に接触する。その結果、電源印加部材４５０と電源供給基板３３０は電気的
に連結される。
【００５７】
　バックライトアセンブリ３００は、電源供給基板３３０を保護して電子波の流入及び流
出を遮断する保護ケース３４５を更に含むことができる。
【００５８】
　ランプ本体３５１の端部に配置されたリード線３５５は、接続ホール４４１の上方に露
出された第１ランプ接続端子４５５及び第２ランプ接続端子４５６の間に配置される。リ
ード線３５５は、第１ランプ接続端子４５５及び第２ランプ接続端子４５６と接触するか
、これらから離隔して配置されることができる。
【００５９】
　バックライトアセンブリ３００は、サイドカバー３７０及び光学シート３８０を更に含
むことができる。
【００６０】
　各サイドカバー３７０は、第１側壁３１３及び第２側壁３１５の両方に配置された一体
型ランプソケット４０５を覆い、これらを保護する。又、サイドカバー３７０は、第１ラ
ンプ接続端子４５５及び第２ランプ接続端子４５６を加圧して、リード線３５１に接触さ
せる。従って、サイドカバー３７０は、リード線３５１と第１ランプ接続端子４５５及び
第２ランプ接続端子４５６間の電気的結合の信頼性を向上させる。
【００６１】
　具体的に、サイドカバー３７０は、側面部３７１及び上面部３７５を含む。側面部３７
１は、第１側壁３１３と対向して配置され底板３１１に接触する。側面部３１７のエッジ
部分には、ランプ３５０に対応するガイド溝が形成される。上面部３７５は側面部３７１
の上端から、底板３１１と対向するように延長される。上面部３７５は、第１側壁３１３
に形成された段差部と係合することができる。
【００６２】
　上面部３７５の背面には複数個の固定部３７７が形成され、上面部３７５の上面には段
差部が形成される。各々の固定部３７７は、各々のランプホルダー部４４０に対応する位
置に形成される。固定部３７７の端部には、固定溝が形成されることができる。この固定
溝の外周部分は、フック形状に形成されることができる。サイドカバー３７０が底板３１
１の上方から下方に設置されるときに、第１ランプ接続端子４５５及び第２ランプ接続端
子４５６は、固定溝の内側に押し込まれる。これによって、第１ランプ接続端子４５５及
び第２ランプ接続端子４５６は、リード線３５１に堅固に接触する。
【００６３】
　又、第１ランプ接続端子４５５及び第２ランプ接続端子４５６に形成された離脱防止突
起４５９は、固定部３７７の固定溝の内側面に係合して、第１ランプ接続端子４５５及び
第２ランプ接続端子４５６が固定溝から離脱することを防止する。このように、ランプ３
５０と電源供給基板３３０は、一体型ランプソケット４０５を介して互いに電気的に連結
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される。
【００６４】
　光学シート３８０は、ランプ３５０から出射した光の光学特性を向上させる。光学シー
ト３８０は、順次積層された拡散板３８１、拡散シート３８３、及び集光シート３８５を
含むことができる。拡散板３８１、拡散シート３８３、及び集光シート３８５は、第３側
壁３１７、第４側壁３１９、及びサイドカバー３７０にそれぞれ形成された段差部によっ
て支持される。
【００６５】
　拡散板３８１は、ランプ３５０から出射された光を拡散させて輝度均一性を向上させる
。拡散シート３８３は、拡散板３８１によってランダムに拡散された光を一定な拡散角を
有する拡散光に変換させる。集光シート３８５は、互いに異なる方向、好ましくは、互い
に垂直をなす方向に拡散光を集光して、バックライトアセンブリ３００の出射光の正面輝
度を向上させる。
【００６６】
　このように、ソケット本体４１０と電源印加部材４５０という２種類の部品のみで非常
に容易に複数のランプ３５０と電源供給基板３３０を電気的に連結することができ、ラン
プソケットの構成部品の数を大幅に削減することができる。
【００６７】
　表示装置
　図１２は、本発明の一実施形態による表示装置の分解斜視図である。図１３は、図１２
に図示された表示装置をＶ－Ｖ´に沿って切断した断面図である。
【００６８】
　図１２及び図１３を参照すると、表示装置６００は、収納容器６１０、一体型ランプソ
ケット７０５、電源供給基板６３０、複数のランプ６５０、サイドカバー６７０、光学シ
ート６８０、及び表示パネル７８０を含む。収納容器６１０、一体型ランプソケット７０
５、電源供給基板６３０、複数のランプ６５０、サイドカバー６７０、及び光学シート６
８０は、図６、図７、図８、図９、図１０、及び図１１に図示されたものと実質的にそれ
ぞれ同じであり得る。
【００６９】
　表示装置６００は、ミドルフレーム７６０を更に含むことができる。ミドルフレーム７
６０は、光学シート６８０の外周を囲んだ状態で収納容器６１０と結合する。
【００７０】
　表示パネル７８０は、光学シート６８０から出射された光に基づいて画像を表示する。
表示パネル７８０は、第１基板７８１、第１基板７８１と対向する第２基板７８３、及び
第１基板７８１と第２基板７８３との間に介在する液晶層を含む。
【００７１】
　表示装置６００は、パネル印刷回路基板７８５及び連結フィルム７８７を更に含むこと
ができる。パネル印刷回路基板７８５は、表示パネル７８７にパネル駆動信号を出力する
。連結フィルム７８７の一側部は、対向する第１基板７８１の側部に電気的に連結され、
連結フィルム７８７の他側部は、パネル印刷回路基板７８５と電気的に連結される。
【００７２】
　表示装置６００は、表示パネル７８０の有効表示領域を露出させ収納容器６１０又はミ
ドルフレーム７６０と結合するトップシャーシ７９０を更に含むことができる。
【産業上の利用可能性】
【００７３】
　以上で詳細に説明したように、本発明による一体型ランプソケットは、単一のモールド
成形物であるソケット本体と電源印加部材という２種類の部品のみからなり、複数のラン
プと電源供給基板とそれぞれ結合する。従って、非常に容易に複数のランプと電源供給基
板を電気的に連結することができると同時に、ランプソケットの構成部品の数を大幅に減
らすことができる。
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【００７４】
　又、ランプ及び電源供給基板は、一体型ランプソケットに着脱可能に結合される。従っ
て、ランプのリード線とランプソケット、及びランプソケットと電源供給基板の間の電気
的結合のためのワイヤリング及びはんだ付け工程が省略され、バックライトアセンブリ及
び表示装置の組立性が向上する。
【００７５】
　又、不良な電源供給基板を一体型ランプソケットから容易に取り外して、電源供給基板
を交替することができるので、バックライトアセンブリ及び表示装置をより容易にリペア
することができる。
【００７６】
　以上、本発明の実施形態について詳細に説明したが、本発明はこれに限定されず、本発
明が属する技術分野において通常の知識を有するものであれば本発明の思想と精神から乖
離することなく、本発明を修正または変更できる。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明の実施形態による一体型ランプソケットの斜視図である。
【図２】図１に図示された一体型ランプソケットを背面から見た斜視図である。
【図３】図１に図示された一体型ランプソケットをＩ－Ｉ´に沿って切断した断面図であ
る。
【図４】図１に図示された一体型ランプソケットをＩＩ－ＩＩ´に沿って切断した断面図
である。
【図５】本発明の実施形態による一体型ランプソケットの斜視図である。
【図６】本発明の実施形態によるバックライトアセンブリの分解斜視図である。
【図７】図６に図示されたバックライトアセンブリの一領域の拡大図である。
【図８】図７に図示されたバックライトアセンブリを背面から見た斜視図である。
【図９】図６に図示されたバックライトアセンブリの背面を示す平面図である。
【図１０】図６に図示されたバックライトアセンブリをＩＩＩ－ＩＩＩ´に沿って切断し
た断面図である。
【図１１】図６に図示されたバックライトアセンブリをＩＶ－ＩＶ´に沿って切断した断
面図である。
【図１２】本発明の実施形態による表示装置の分解斜視図である。
【図１３】図１２に図示された表示装置をＶ－Ｖ´に沿って切断した断面図である。
【符号の説明】
【００７８】
　　５　　　一体型ランプソケット、
　　１０　　　ソケット本体、
　　２０　　　連結部、
　　２１　　　締結フック、
　　４０　　　ランプホルダー部、
　　４１　　　接続ホール、
　　５０　　　電源印加部材、
　　５１　　　インバータ接続端子、
　　５５　　　ランプ接続端子、
　　５６　　　ランプ接続端子、
　　３００　　バックライトアセンブリ、
　　３１０　　収納容器、
　　３３０　　電源供給基板、
　　３５０　　ランプ、
　　３７０　　サイドカバー、
　　３８０　　光学シート、



(12) JP 5143490 B2 2013.2.13

　　４０５　　一体型ランプソケット、
　　６００　　表示装置、
　　７８０　　表示パネル。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】

【図８】
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【図１１】 【図１２】
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